
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10 月 16 日（日）立田山野外保育センター（雑草の森）にて第 27 回

わんぱくまつりが開催されました。今年度より、ほいくフェスタの要素も

取り入れた新たな形となり、保育士会、給食部会、加盟園紹介コーナー、

熊本市と連携した子育て相談等、盛りだくさんの内容となりました。当

日は、心配していた天気にも恵まれ、スタッ

フを含め約 1,300 人の来場者数となりました。 

開会式には、沢山の来賓の方々にも参加をいただきました。木の葉

こども園の園児による、開会の挨拶、森のお約束、歌のプレゼントもあ

りました。開会式が終わるとそれぞれのブースに興味津々で参加する

子どもたちの姿がとても印象的でした。野外の体験活動では、ツリーク

ライミング、ロープ遊び、おもしろかー、立田山散策（ネイチャーゲーム）

等がありました。屋内では、工作教室、食の安全コーナー、子育て相談

コーナー、赤ちゃんコーナー、食育コーナー、

加盟園紹介コーナーがあり、来場者からは

「色々なことができて楽しい」「勉強になった」。との声も聞かれました。 

 人気となった食バザーでは「おいしかった」との声が多く、好評により

完売となりました。 

ステージでは、工作ショー、バルーンアート、保育士会による、手遊び、紙芝居、パネルシアター、 

合奏等に会場は大変盛り上がり、笑顔いっぱいのわんぱくまつりとなりました。 
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     子どもたちとの出会いの喜び 田原児童園 保育士 8 年目 

大学を卒業後田原児童園に就職し、今年で保育士８年目を迎え、私

自身も２人の子どもを育てながら、今年は、初めて年長児を担当させて

いただいています。保育士生活を振り返る中で、本当に毎日大奮闘の

日々ですが、常に笑顔や笑い声が絶えない生活を送れていることに幸

せを感じています。保育士は、決して一人でやり遂げることができる職

業ではありません。特に、園の行事は、年長組さんが主となり行うことが

多いので、常に園長先生や、園の職員、給食部、保護者の方々、地域の

方々と力を合わせ、様々な行事や、活動を行なっています。その中で、

子どもたちの頑張る姿や、運動会などの行事等で、子どもたちの達成感

に満ちた表情を見ると、自分の仕事に誇りを持ち、やりがいを感じること

ができます。行事後は、保護者の方から、たくさんのうれしいお言葉や、

メッセージをいただけるのも、私の原動力の一つです。それぞれの子ど

もたちが、保育園生活を土台に、元気に羽ばたいてくれることを願いな

がら、これからも子どもたちと向き合い、過ごしていきたいと思います。 

保育士になってよかったこと つぼみ保育園 保育士 7 年目 

  保育士になり７年目を迎えました。昨年は年長児も受け持ち、乳児か

ら就学前の子どもまで共に園生活を送ることができました。子どもたち

の無邪気で予想外の行動に驚かされたり、思わず笑ってしまったり、毎

日を刺激的に過ごしています。今のクラスでは、覚えたての言葉で一生 

懸命おしゃべりしてくれる姿は本当にかわい

らしいなと感じます。食事や排泄、睡眠、遊びなど、子どもたちの日常生

活に寄り添う中で、たくさんの成長の場面に出会います。朝から泣いて

登園していた子がいつの間にか笑顔で登園するようになったり、自分で

保育者に意思表示しようとしたり・・・。そして、子どもが新しい発見をし

たときに「楽しいね」「すごいね」と一番近くでうれしい気持ちを共有できるのがこの仕事のやりが

いだなあと感じています。忙しいとつい気づかないまま見過ごしてしま

うような小さな感動が日々ありますが、子どもたちと毎日過ごすからこ

そ気づくことができるのだなと思います。また、先輩方の助言にも感謝

しています。保育士という仕事に出会って本当に良かったと思います。 

安全は一人の目よりみんなの目 No.2 

 



 

子どもたちの成長を見守る 大光保育園 保育士 ８年目 

私が保育士になって良かったと思う時は、子どもたちの成長を感じ

た時です。保育士３年目の時、０歳児担任

になりました。初めての保育園での生活。

ママと離れて泣いてしまう日々が続きまし

たが、毎日保育士と関わることで笑顔が

見られるようになった子どもたちでした。

歩けるようになったり、コップでお茶を飲めるようになったりと日を追

うごとに成長を見せてくれる子どもたちに感動させられる毎日でした。

そんなちいさかった子どもたちも今年、年長組になりました。１０月に行

われた運動会では、４ｍの竹をのぼる竹のぼりや、荒馬など年長組ら

しい立派な姿を見せてくれました。益々成長した子どもたちの姿を見て、保育士になり一番近くで

子どもたちの成長を見守ることができたことに幸せを感じた瞬間でした。 

保育士になって大変に感じることもたくさんあります。しかし、それを上回るほどの感動や喜び

が待っていると感じます。これからも、子どもたちの一番の味方でいて、成長を見守っていきたい

です。 

 

 

 

  

 

 

理 事 会 12 月 6 日(火) 熊本市国際交流会館  
3F 国際会議室 

園 ⻑ 会 12 月 15 日(木) 市⺠会館シアーズホーム夢ホール 
大会議室 

No.3 子どもらの安全守る保育士愛 

 

ご結婚おめでとうございます 
寺原保育園  令和 4 年 11 月 3 日   保育教諭  山本 翔大 先生 

 



  


